
1231

泌尿紀要32巻9号

1986年9月

セル ロー スアセテー ト膜(FB-T)の 使 用 経 験

 - 再生セル ロース膜 との生体適合性の比較について - 

滋賀医科大学医学部泌尿器科学教室(主 任 ：友吉唯夫教授)

朴 勺

小 平 精 吾*

友 吉 唯 夫

守山市民病院内科(医 長:西 村直卓)

西 村 直 卓

CHANGES IN LEUCOCYTE COUNTS BY CELLULOSE ACETATE 
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   The effect of cellulose acetate as the membrane of dialyzer on changes in white blood 

cell (WBC), platelet,  CHso, Cs and C4 was evaluated in 5 patients with chronic renal 

failure during hemodialysis. Similarly the effect of cuprophan on these values was also 

evaluated. 

   Significant changes in WBC (neutrophil and lymphocyte) were observed in all patients 

with cuprophan, but changes in WBC in those with cellulose acetate were not significant. 

There were no differences in the platelet count, CHso, C3 and C4 values between the cupro 

phan and cellulose acetate membrane.
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緒 言

従来,透 析装置の改善については主にダイアライザ

ーの性能評価に重点が置かれていたが,近 年,血 液透

析開始直後の一過性白血球減少に代表される透析膜の

生体適合性が注目されている.そ して,こ の適合性が

*研 究生

透析中に起こる臨床症状に関与している可能性がある

と考えられている.

生体適合性を検討する方法 として,溶 血試験,試 験

物質抽出物の注入に よる全身及び皮内反応を測定する

方法,抗 血栓性,血 液成分への影響を検討する方法な

どがある.今 回,わ れわれは国内では初めて生産市販

されたセルロースアセテー ト膜(FB-90T)を 使用す

る機会があ り,そ の生体適合牲について,白 血球,白
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血球分画,血 小板及び補体の経時的変化を指標 とし

て,再 生セルロース膜であるクプPtハ ン膜(F-90)と

比較検討したので報告する.

対象及び方法

安定期 にある同一の外来 透析患者5人 を対象とし

た.男 性3例,女 性2例 で年齢は43歳 から57歳 で平均

年齢は50歳 であった.透 析歴は1年3ヵ 月から5年3

ヵ月で,平 均3年4ヵ 月であり,原 疾患は全例慢性糸

球体腎炎であった.1回6時 間,週3回 の透析を行な

い,ダ イアライザーはセルロースアセテート膜(FB-

90T)と 再 生セルロース膜(F-90)と 各患者に5回 ず

つ使用した.透 析はアセテー ト透析液を用い,透 析液

流量は500ml/minと し,血 液流量は200m1/皿inと

した.抗 凝固剤はヘパ リンNaを 用い,全 身ヘパ リ

ン化法で使用 した,血 液回路は塩化ビニール製EOG

滅菌製品を全例に使用した,採 血は血液回路の動脈側

から透析開始時,15,30,60,120,300分 に行なっ

た.検 査項 目は,赤 血球数,Ht,白 血球数及び分画,

血小板数,CH5・ 、C3及 びC4で ある.

結 果

(1)白 血球数,好 中球数,リ ンパ球数,血 小板数の経

時的変化

Fig.1とFig.2に 各症例の血液成分の経時的変化

を示す.F-90使 用時の白血球数,好 中球数は5症 例

とも透析開始直後から15分 までに急激な減少を認め

た.ま た15分 か ら60分 までに増加を認めた.一 方,

FB-90T使 用時は透析開始から15分 までに,白 血球

数,好 中球数の減少傾向は見られず,15分 か ら60分 ま

での上昇傾向が見られた.リ ンパ球数は開始直後から

15分 までF-90で は5例 とも減少し,FB-90Tで は

case4を 除 く4症 例で減少が見られた.15分 か ら30

分 までの リンパ球数は,両 膜ともcase4以 外の4症

例で上昇傾向が見られた.血 小板数は,両 膜とも透析

経過中ゆるやかな上昇傾向が見られた.

(2)CH50,C3,C4の 経時的変化

Fig.3に 示すごとく,透 析経過中わずかな上昇傾

向が両膜で見られた。

(3)白 血球,好 中球,リ ンパ球,血 小板の保持率の経

時的変化

各時間における値(C)の 透析開始時の値(C。)に

対す る百分率を保持率(CICo×100)と し,そ の平均

値の 経時的変化をFig.4,5に 示す.両 膜間で保持

率の有意差を認めたのは,透 析開始15分 及び30分 後の

白血球数と好中球数であった.透 析前に比 し,保 持率

が有意に低値に示したのは,F-90使 用時の透析開始

15分後の白血球,好 中球,リ ソパ球であ り,各 平均保

持…率はそれぞれ29%,9%,66%で あった.一 方,

FB-90T使 用時では保持率の有意な減少は見 られず,

開始15分 後の白血球,好 中球,リ ンパ球の各平均保持

率は99%,114%,89%で あった.血 小板の保持率は,

両膜とも経時的にわずかな上昇傾向が見 られた,

(4)CH,,,C3.C4保 持率の経時的変化

Fig,6に 示す ごとく,両 膜間で保持率 に有意な差

を認めなかった.

考 察

人工腎臓の総合的な生体適合性を正確に測 りうる指

標は,現 在のところ知られていない.ま た,血 液透析

時の一過性の白血球減少によって代表される生体非適

合性というべ き現象が,臨 床的にいかなる不利益をも

たらすかということについては,今 までのところ確固

たる証拠はない.血 液透析を長期にわたって受けてい

る患者では,透 析ごとにchemotacticfactorが 放出

され,白 血球減少が起こっているが,こ のような現象

の繰 り返しが,生 体にどのように影響す るのかという

ことについて,Goldblumら1)は 血液透析導入後3カ

月以内の患者に比し,それより長期の患者ではchemo-

tacticfactor三nhibitorカ ミ高率に見い出されたと報

告している.こ れは透析による副作用を抑制する生体

反応であるとも考えられる.

セルロース系透析膜を用いた血液透析中,一 過性の

白血球(特 に好中球)減 少が見られることはKaplow

ら2)の報告以来周知のこととなっていたが,そ の原因

に関しては不明であった.Gralら3)は,種 々のダイ

アライザーにおける白血球減少が血液透析膜前後で有

意差がないことより,白 血球減少は単なる透析膜への

付着ではないと推察 した.Craddockら4)は その原因

について補体系に注 目し,血 液と透析膜の接触による

補体活性化が生 じ,補 体由来のchemotacticfactor

の産生により透析時の白血球減少が生 じることを示し

た.そ の後,Aljamaら5)は 透析時の白血球減少と補

体活性化を種 々のダイアライザーで観察し,そ の結果

両者の関連性は薄いと報告 した.し かし,合 成高分子

膜と従来型の セルロース膜を 一緒 に検討しているた

め,セ ルロース膜でのCraddockら の説を否定する

ものとは考え難い.

クプロハン膜の白血球動態を指標 とした生体適合性

については諸家の報告があるが,セ ルロースアセテー

ト膜のそれについては余 り報告がない.わ れわれの結

果と諸家の報告とを比較してみると,ク プロハン膜で
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嘩、

は泉ら6》,赤垣 と稲井7),中 村 ら8)の報告によると,透

析開始後15分 から30分 で白血球数の著明な減少を認め

ているが,わ れわれの成績でも15分 で最低値であり,

その保持率は29%で あ り白血球の中でも好中球の減少

が著明で,そ の保持率は15分 で9%に す ぎなかった.

セルロースアセテート膜については,泉 らの報告では

白血球数は透析開始後30分 における保持率は約30%で

その後上昇している,わ れわれの成績では開始15分

で,白 血球,好 中球,リ ソパ球の各平均保持率は99

%,114%,89%で あ り,白 血球の保持率 としては減

少することなく経時的にゆるやかな上昇を認めた.

血小板動態は,ク プロハン膜では透析開始30分 で保

持率が約90%と 減少し,そ の後ゆるやかな上昇をみ,

セルロースアセテート膜では保持率の減少はほとんど

みられず,ゆ るやかな上昇傾向をみるとの報告鶴)があ

るがわれわれも同様の結果であった.

近年,ダ イアライザーの性能のみならず,生 体適合

性が注目されてきた.従 来,生 体適合性の良否は白血

球数の変動から論 じられていたが,最 近では血小板,

補体系などの評価が行なわれるようにな り,総 合的に

判定されるようになった,わ れわれの今回の検討結果

からは,白 血球と血小板の両方に減少効果を示さない

という点か らすれば,セ ルロースアセテート膜のほう

が,ク プロハン膜より優れているといえるが,無 論こ

れだけで生体適合性の優劣を論ずることはできない.

今回の検討結果では補体系の変動に両者間では差異が

見られなかったが,補 体活性化を指標 とした測定を白

血球減少と併せて検討していく必要がある.

結 語

セルロースアセテー ト膜とクプロハン膜の生体適合

性について,血 液成分の動態を指標 として比較検討し

たところ,白 血球,好 中球,リ ンパ球の保持率はセル

ロースアセテート膜のほうが優れていた.
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